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中体連糟屋地区大会が、6月１４，１５，１９，２１，２２日に行われました。みなさん、本当によく頑張りました。 

勝利の喜びを味わった人も、思い描いていた結果にならなかった人もいるかと思いますが、これまで皆さん

が頑張った日々は、決して無駄ではありません。これまでに、皆さんが流した汗、仲間と交わしたことば、そして

最後まで諦めずに戦った姿は、後輩や保護者の皆さん、そして先生たちの心にも深く刻まれました。 

サッカー日本代表として活躍している長友佑都選手は、 

 「夢が実現しなくても、努力した後には成長した自分が待っている。」と、語っています。 

この言葉は、結果だけに「一喜一憂（いっきいちゆう）」するのではなく、そこに至るまでの努力や葛藤が人

を強くしているということを私たちに教えてくれています。 

夢に向かう道は一つではありません。これからの学校生活や新たな挑戦に向けて、今回の経験を胸に、また

一歩を踏み出していきましょう。そして、これまで懸命に支えてくれた保護者の皆さんに、この機会にきちんと感

謝の気持ちを伝えてくださいね。 

次の筑前地区大会にコマを進めることができた皆さん、コンクールに出場する吹奏楽部の皆さん、社会体

育で頑張っている皆さん、須恵東中学校みんなの想いも背負って、頑張ってくださいね。健闘を祈ります♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月は、福岡大空襲（6月 19日）や沖縄慰霊の日（6月 23日）などがあり、平和を考える大切な月で

す。 日本で暮らしている私たちは、今、戦争のない時代を生きていますが、その平和は決して当たり前のもので

はありません。多くの人々の犠牲と平和への願いによって築かれたことを、私たちは忘れてはならないのです。  

そして、世界に目を向けると、残念ながら今もなお戦争や紛争が続いています。 皆さんには、教室で学び、友

だちと笑い合える日々が、どれほど貴重で、尊いものであるかを改めて感じてほしいと思います。 

是非、「平和とは何か」「自分にできることは何か」を、この機に考えてみましょう。 そして、自分にできる小さ

な優しさや思いやりを大切にしながら、平和な未来への一歩を踏み出していきましょう。 

 

 

 

 

 

～校訓「自主」「創造」「友愛」～ 

中体連夏季大会 いよいよ始まりました！ 

◇ 「平和」について考える 

 

4 日:区水泳大会 

7.8 日:二小挨拶運動ボランティア 

８日:3 年生 高校一日体験学習 

９日:２年生 職場体験事前訪問（⑤⑥） 

12.13.20.22 日:筑前地区大会 

 

 

 

14 日:SOS の出し方に関する学習 

15 日:避難訓練（地震） 

17.18 日:スポーツ WEEK（各学年） 

18 日:終業式 

22 日～:三者面談 

 

＜糟屋地区大会 試合結果＞ 

・野球：惜敗  ・男子バドミントン：団体優勝、ダブルス準優勝(芲田・永嶋) ・女子バドミントン：団体２位、 

ダブルス３位(若松・出田) ・サッカー：６位  ・男子バスケット：惜敗 ・女子バスケット：３位  ・女子バレー：惜敗 

・陸上：【２位】２年１００ｍ高木、砲丸飯田、１年８００ｍ野相【３位】共通１１０ｍH高木、１年１００ｍ中嶋、低８０ｍH志田 

 


